
1942■ 2月  ベ ン シ ェル エ場 にお い で  す で に■ こ か開始 さ

れて い た重 戦 ■ タ イガ ー 1型 を■ と して 更 に強 力 を重 崚

「

の

設 計 が開 始 され た 新 重 戦 車 に は V κ 4503(H,の 試作 名称 が

与 え られ たが  ヨ 麿 同時 期 に開 発 中で あ っ た新 型 中 崚● バ ンタ

ー の 設計 思 想 を転用 され たら  タ イガ ーの 発展 型 とい うよ りも

バ ン ターの 重戦 車型 とも
=え

る形 態の 車 輌 が 出来 上 った 試作

車 輌 tlそ の後 各種 テ ス トに よ る 多 くの 改修 を受 け 1944年初 頭 に

■凛 イしか決 定 した時 に は タイ ガ ー 1型の■ ■ %ト ン を12ト ンも

上 まわ る08ト ンの超 重 戦車 とな ってい た  '943年 度 内 に完成 し

てい た増 加 試作 型 の 車輌 を含 む最 初の 量 産 型 50両 は ウ ェクマ ン

エ 場 製の 180式 ボ ル シ ェ型砲 若 を装備 して い た  この ポ′,シ ェ

砲 塔付 タ イ カー Π型 はバ ン ソア ー レア ー  戦車 改 導師 団 等 に

い ち早 く配備 され
'944年

6月 か ら 8月 に か けての フル マ ンテ ィ

攻 防段 に その 姿 を見せ てい る

タ イカ ー Ⅱ型の 生産 は 1,44年 1月 力 ら開 始 され た か前 球 の様

に前 戦 へ現 われ たの は夏 に な って か らで あ り 生 産 型て はヘ レ

シ ェル 製の砲 塔 を搭 載 してぃ る

タ イカ ー Π型の特 長 は な ん と言 って も その 強 日 な装 甲 と強 力

な火 砲 に ある 搭載 され た 43式 7口径 88ミ リ戦車 砲 K W κ43し

'1は
重 最 0町 の 43式 徳 甲弾 を使 用 した場 合 2000mの 距離 で lSO

ミリの 装 甲 を貫 薇可 能 で あ 。た  この 事 (■ 当時 の い か な る連 合

戦車 をも ノ ックア ウ トて きる 事 を示 ●  又 50  80ミ リに 及

ふ前 面 装 甲は連 合 軍戦 車の 75ミ リ級 ま砲 を持 ,て しては ま ,貫

徹 不 可 ltで あ った 当時 の 連合 軍 側の 記 録 に は タイ カー に対 し

て は必 す 3台以上 で 立 ち向 う事  及 び前 面 か らの 攻 撃 は無 意

“で あ る0等 が記 載 されて い る

タィ ヵ― n型は動 力 と してマ イバ ′ハ Hし 230P30型 ,OO局

カ カ ソ リンエ ンシ ン を備 えてい るか  この 機 関 で は68ト ンの 巨

体 に は少 々 ア ンダー パ ワ ーで 路上 及 び路外 に お け る本事 の機 動

性 は 当時 の 各 国 戦車 に ltべ て一 段 劣 るもの とな ってい る

本 車 が大 量 に使 用 され たの は 19“ 年 の アル テ ンヌの 強 い  別 名

′`ル ジの 戦 い  及 び 945年 の ハ ンカ リア 油 田地帯 の攻 防 強で あ

り敵 対 した米  英  ソの 戦 車 兵 達 に と って キ ン クタ イ カーの 名

は 3怖 の代 名詞 と な った  1945■ 4月 の終 戦 こ に 484輌の タイ

カー Ⅱか生産 され戦線 べ 投 入 され たか  この 強 力 を戦 車 を持 つ

て して もすで に決 定 した戦 局 を打開 す る事 は 出来 なか っ た
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1 車体下部 と車輪の組立

車 体後 板
“

に各 部品 を

取 りつ け 1図  AI事

体 下部 tを ■ 体例 櫛

,,の ガイ トに押 し込み

率体後板
'も

同様に接

着 します

転輸0'は  前から2

468,1を 図のように

組合せ接着 し 3,7
9列 を後から同機に接

を します.

起動輪
",を

組合せ

シ ,フ ト0,を 通 し 車

体倒板前 九穴に接着

します

誘動輪 ,loを 組合せ車

体側板 後穴に接差 し

ます

0

4

" 
車 輸の 前後 I表 に注 意 して くた さい

図  A             図  :

■ キ ャタ ビラの IIl立  図  81

ビン を片 方の 穴 へ さ し込 み  堤 、ヽ た ドラ イバ ー

で ビ ンの 先端 を焼 きつ ぶ し連 絡 させ ます

ら
乙
　
中
　

，

車 体 上 部 の 組 立

懺銃の取付は図 cを 参照

フメンダー 23は キャタビ

ラを取付けた後から車体上

部
`の

サイ トに接着 します
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3 砲塔の組立
03

-―

″

つ

,'と
'7を

接着 し
“
を前板

“

へ通 し27と 接著 します

できあかった前板
“

をrl塔 7へ控癒 し 鷹板 8を

接
=し

ます

部品 ,",,2`'8を それそれ接着 します

4 砲塔と車体のffl立

完成 した車 体 に砲 塔 をはめ 込 み ます

7り三相 型 構 式会
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'VOFJ～ ん]覧 下さい ● :VO「 Jに つtヽ て詳 しい事は係 まで御連絡下さい
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